
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成30年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。
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2. 老朽化の状況

全体総括

　DPC導入、繰出基準見直し、ベンチマークシステ
ム活用等により、開院以来初の経常黒字となった。
　今後は、DPC対象病院として、医療の質を様々な
方向から検証し、また、より効率的な治療を行うこ
とで健全な病院運営を目指すとともに、伊万里有田
共立病院新改革プラン(平成30年度改定)に基づき、
病床稼働率80％以上を目指し、安定的な経営に取り
組んでいきたい。また、職員が一丸となって経営改
善に取り組み、伊万里市及び有田町が共同運営する
中核病院として総合的な医療環境の充実を図り、西
部医療圏における医療機関同士の連携、医療資源の
効率的運用などにより、地域住民が安心して生活で
きるよう、地域医療支援病院としての確立を目指し
ていく。
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47.5 51.5 51.4 50.69,497 9,087 9,127 9,748 10,152 当該値

11,173 11,881 12,023 12,309
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Ⅱ 分析欄
1. 経営の健全性・効率性について

　DPC導入による医業収益の増、構成市町の繰出
基準と国の繰出基準が同等となったことによる医
業外収益の増により、経常収益が増となった。
　また、ベンチマークシステム活用による適正価
格での購入を図るなど経費削減に取り組んだ。
（材料費対医療収益比率がH29と比較して1.3％
減）
　以上のことから、今年度は開院以来初の経常黒
字（経常収支比率100％以上）となった。

2. 老朽化の状況について
H26 H27 H28 H29 H30 H26 H29 H30 　平成24年3月に新病院として開院し、経過年数

がまだ7年であるため、有形固定資産減価償却費
率（老朽化の度合い）は低い。
　しかし、器械備品減価償却率は、類似病院平均
値との差がなくなりつつあり、これは器械備品の
法定耐用年数が概ね5～6年の資産が多いため、保
有資産の更新時期にあることを示している。
　よって、今後は、器械備品等の更新を計画的に
実施していく予定である。
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17.9 18.3 18.2 19.3 18.051.4 当該値
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平成23 年度 - 年度 - 年度

Ⅰ 地域において担っている役割
①佐賀県西部地域の地域医療支援病院として、急
性期医療などの質の高い医療を提供する役割
②安心安全で受診できる地域住民のための病院と
しての役割
③患者の紹介・逆紹介や高度医療機器の共同利
用、診療情報伝達システム等を活用し、地域にお
ける病病・病診の医療連携を強化する役割
④地域の医療従事者の資質の向上を図るため研修
会等を開催し、地域医療の充実を担う役割
⑤災害拠点病院として、災害発生時における医療
救護活動及び県等の要請による医療救護班を派遣
する役割

H26 H27 H28 H29 H30 H26 H27 H28 H30 H26 H27 H28 H29 H30H29 H30
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公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性 再編・ネットワーク化 地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
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人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 22 対象 ド 訓 救 臨 感 災 地 輪 - 4 206
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経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

条例全部 病院事業 一般病院 200床以上～300床未満 自治体職員 202

経営比較分析表（平成30年度決算）
佐賀県伊万里・有田地区医療福祉組合　伊万里有田共立病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）
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②医業収支比率(％)
【89.7】
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①有形固定資産減価償却率(％)
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②器械備品減価償却率(％)
【68.8】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【47,139,449】
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⑧材料費対医業収益比率(％)
【24.3】
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【54.8】
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円)
【14,708】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)
【52,412】


